
（別紙３）

〜 令和8年2⽉20⽇

（対象者数） 18名 （回答者数） 18名

〜 令和8年2⽉20⽇

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・他事業所の支援方法等も参考にし、一人ひとりにあった支
援方法を模索していく。

2 ・支援ツールの種類や幅を広げる。

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

・安心して通っていただけている。

・保護者との密な連携が取れている。

・連絡帳や送迎時の申し送りだけでなく、必要時には電話や
メール等での相談も受け付けるようにしている。
・相互に情報共有が出来る環境を作るようにしている。

・一人ひとりの特性に合わせた支援を提供している。

・一人ひとりの特性をみて、担当スタッフを付け信頼関係の
構築を図っている。
＊そこから集団活動へ移⾏できるように促している。
・それぞれにあった支援方法を⼯夫し、職員間での情報共有
や連携を図り、誰でも支援できるようにしている。

○従業者評価実施期間 令和8年1⽉17⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇ 令和8年3⽉13⽇

○事業所名 社会福祉法人美谷会 結ふる美谷東京

○保護者評価実施期間 令和8年1⽉17⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



3
・地域でのイベントにも積極的に参加し、活動の幅を広げて
いく。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

・地域のお祭り等に参加して、顔なじみを増やしていく。
・初めての場所やにぎやかな場所が平気な子ども達（少人
数）から公共の場を利⽤する機会を増やしていく。
・事業所主体の交流会を企画する。

2
・事業所内を改めて整備（不⽤品の処分も含め）
・パーテーション等の空間を分ける備品を揃える。
・使⽤可能な公共施設を調べる。

3
・区内で実施されているものや、参加できる講習会等を探
す。
・事業所内でも出来る事を検討する。

・構造上の問題でもあるが、子ども達の状況（気持ち等）に
よっては、スペース確保や環境整備が十分でない部分があ
る。

・構造上の課題がある。
・子どもの状況に適した空間がない（クールダウンや勉強に
集中できる個室）
・区の施設等、事業所以外でいつでも使⽤できる室内施設や
設備がない。

・ご家族に対してのペアレント講習会等の情報提供が少な
い。

・事業所外との交流や情報収集の機会が少ない。

・集団活動の一環として季節ごとのイベントがあり、全員で
参加する事の楽しさを知る機会がある。
・地域クリーン大作戦や避難訓練等の実施で地域の方々との
交流の機会がある。

・室内外に問わずイベントや誕生⽇会等の参加したくなるイ
ベントを企画している。
・地域の方々との交流を持ち、事業所の活動へのご理解とご
協⼒を得て、地域活動に参加している。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・他事業所や地域の子ども達（児童クラブ・児童館）との交
流の機会が少ない。

・事業所外の関わりを持ちたい保護者ばかりではない。
・知り合い以外の人達との交流に慣れていない子どももい
る。
・直接交流の機会がない。


